
かかりつけ歯科医機能アップでめざす

梅村長生・小塩 裕・牧野真也　著

患者に
選ばれる
歯科医院

患者さんが必要とする，
時代のニーズに即した
歯科医院に
どう変えていくのか？
いまこそその応えが
求められています！

●参議院厚生労働委員長　島村 大 先生

●大阪府歯科医師会会長　太田謙司 先生

最強経営

●医科-歯科-看護・介護など，他領域と包括的な連携を目指した歯
科医院経営こそが，現在歯科医療に求められています．
●本書は，地域包括ケアシステムに自らの歯科医院をどう位置づけ，
機能分化を実現し，地域のニーズに合った歯科医院へ方向転換して
いくためのポイントをわかりやすく解説しています．

これから自院の在り方を今迄通り外来だけで行うか，か強診・歯援診1・2を選
ぶかを決めていかなければならないこと，我々歯科医師は常に質の向上をめざ
さなければならないこと，さらに歯と歯周組織を学習してきた我々世代が口腔全
体，摂食・咀嚼・嚥下に関わり，全身との関係を勉強することは容易なことでは
ありません．しかし国策としての方向，そして何よりも国民が歯科医師に求める
ことには我々がしっかりと応えていかなくてはなりません．（推薦文より抜粋）

保険診療で，これからもずっと「患者さんに選ばれる歯科医院」であるためには
どうしたらよいか？この本を読めば必ず答えはみつかります．どこからでも，必
要と思うところから読んでください．当然，国の歯科医療政策に沿った歯科医院
は診療報酬点数が上がり，それを無視した従来通りの運営であれば下がる可能
性は高いでしょう．ぜひ，この本を参考に，できるところから新しい医療政策を
取り入れてみてください．（推薦文より抜粋）

推 薦 い た し ま す !

第2章　かかりつけ歯科医機能と外来機能の見直し
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くことも重要です．

　
から理解できるように，「か強診」の歯科医師は自院に通院してくるかかりつけ

の患者さんを，ライフサイクルを通して，また，その人の病期・病態に応じて一環して継

続管理を行うことにより，患者さんに「安心・安全」をとどける歯科医師なのです．

　患者さんの病期・病態に合わせてBetter な歯科治療を提供し継続して患者さんを支援

することです．　訪問診療等では無理せず，医師・看護師・ケアマネジャーをはじめ多くの他職種と協力

し協働していくことが「か強診」の歯科医師の役割になります．
訪問診療と周術期等口腔機能管理     

～いのちを思い，多職種に向けて言葉を紡ぐ

　訪問診療では周術期等口腔機能管理を行うことがあります．かかりつけの患者さんが全

身的な疾患等で病院等に入院したら，求めに応じて病院や自宅に訪問診療を行うことはか

かりつけ歯科医の第一歩になります（
）．

2

3

（永井康徳：たんぽぽ先生の在宅報酬算定マニュアル第4版．日系BP社，2016．を一部改変）
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第1章　医療
政策に歯科医療

はどう影響する
か？
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個人ワザから
組織対応力の

強化へ

　 に示すように
，今後必要と

なる歯科医院
の経営でポイ

ントになるの
は，患者さ

んのライフス
テージに応じ

て包括的，継
続的な歯科医

療の提供を行
うため外来主

体型（自

　従来の自院
完結型，すな

わち通院対応
のかかりつけ

歯科医から医
療情報のネッ

トワーク

により他の医
院等医療機能

別施設と連携
を図り，かか

りつけの患者
さんの病態，

病期に応

じて，周術期
等から在宅ま

で一貫して歯
科診療を行う

「地域包括型
かかりつけ歯

科医院機

能」を持った
診療所へと変

革することが
求められます

（ ）．
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地域包括型

自院完結型

でかける医療

待ちの医療

多職種連携で機
能別技術の提供

をアピール
得意分野の（専

門的）技術をア
ピール

情報連携　AI
活用

個人情報主体

スタッフの多様
な働き方に合わ

せた就業形態
正規，非正規と

も固定時間就業
形態

訪問診療に積極
的

頼まれれば訪問
診療

在宅療養支援
歯科診療所

かかりつけ歯科
医機能強化型歯

科診療所

等機能強化型
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標榜科別（口腔
外科，小児歯科

，矯正等）によ
る

専門診療所およ
びそれ以外の歯

科診療所

かかりつけ患
者の

継続的口腔管
理システム化

人員要件

設備基準の確
保

連携情報

ネットワーク
構築

かかりつけ

歯科医院機能

3要素

と築構ムテスシアケ括包域地 ．4
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医機能
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かかりつけ歯科医機能アップでめざす最強経営　患者に選ばれる歯科医院 

明日からの訪問歯科診療に役立つヒント集です！！
患者さんにとって，最後までかかりつけの歯科医院
であるために本書をご活用ください．

■A4判変型 / 176頁 / カラー　
■定価（本体5,800円＋税）　注文コード：351130

福井智子　編著

実際に自分たちの組織を成長させ，
｢働き方改革」を行っている数々の事例から
あなたに合った改革がみつかります．

■A4判 / 128頁 / カラー　
■定価（本体4,200円＋税）　ISBN978-4-263-42250-2

小原啓子・松坂文則・河野佳苗・池内麻衣　編

歯界展望　別冊
かかりつけ歯科医のための
訪問歯科診療のヒント 

第1章 医療政策に歯科医療はどう影響するか？

1．2025年 歯科治療の需要と将来予想

2．初診料に設けられた施設基準の意味

3．施設基準で歯科医院機能は四分化の方向

4．地域包括ケアシステム構築と
　　かかりつけ歯科医機能

4．周術期等口腔機能管理料Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの
      違いを理解する

5．周術期医科歯科連携に関する改定の要点

◆具体的症例による請求の解説
　 [症例解説］通院患者さんが病院での手術前に   
　　　　　来院し，病院との連携で周術期等
　　　　　口腔機能管理を行ったケース

　 [症例解説］認知症を伴うかかりつけ患者への
　　　　　訪問診療（か強診の場合）

第2章 かかりつけ歯科医機能と外来機能の見直し

1．患者さんの人生につき合う歯科医師になる

2．外来-訪問ミックス型診療の診療形態を
      どう作るか（か強診の場合）

3．訪問歯科診療に取り組む心構えと準備

4．感染予防対策の実際

第3章 同時改定と保険請求の仕組み

1．地域包括ケア構築の仕組みからみる
     同時改定の意図

2．診療報酬の仕組みを理解する

3．歯科疾患管理料に口腔機能管理を導入

第4章 働き方改革が歯科医院経営を変える

1．歯科医師に求められる地域包括ケアに
     関わる経営理念

2．戦略マップで地域連携・診療機能強化

3．働き方改革　歯科医院の対応策は

付 録

1．消費税は歯科医院にどのように影響するのか

2．ICT，AI は歯科医療をどのように変えるか


